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病院経営に役立つ電子カルテ／電子カルテで何が変わるか？ 

電子カルテシステムの導入評価 

     阿曽沼 元博（国際医療福祉大学 国際医療福祉総合研究所 教授） 

はじめに 

 電子カルテシステムの本格的導入が始まって５年を経過したが、その間自治

体病院を初めとする公的医療機関や大学附属病院を中心に、大規模システムの

導入が活発に行われてきた。一方中小規模病院や民間病院も、厚生労働省の「電

子カルテシステム等の導入促進事業」などに触発され、現在までに約278病院

が、その導入を開始した。既に導入済みを含めると、約３８０以上の病院が電

子カルテシステムを導入していることとなる。 

しかしながら、電子カルテシステムは現在のところ、診療報酬点数の担保な

ども無く、また患者負担も強いにくいことから、導入するには初期投資額や維

持管理にかかる運用コストが大きく、特に民間病院では躊躇する病院も少なく

ない。情報システム化の意義は認めるが、費用対効果の面での不安が病院経営

者に高まっている。更に既に導入済みの病院でも、次期レベルアップに向けて、

導入効果を検証したうえでのシステム更新を検討する機運も高まり、電子カル

テシステム導入は新たなステージへと向かっている。 

 

導入の効果と影響の評価 

筆者は、厚生科研（阿曽沼班）において「電子カルテシステムが医療及

び医療機関に与える効果及び影響に関する研究」を行い、６０病院の

アンケート調査及び導入５年を経過した島根県立中央病院の経営分

析を行い、その影響と効果を分析・整理した（下図参照）。 

今回その一端を報告すると共に、効果をより高めるためには「導入

に関わる目標管理」の重要性を訴求する。目標管理手法としてバラン

ストスコアカード（ＢＳＣ：Balanced ScoreＣard）のフレームワークをベース

とした「電子カルテ・スコアカード」のモデル提示を当該研究班で行っ

たので、その概要を併せて報告する。 

「意識改革と人材開発の視点」での影響と効果「意識改革と人材開発の視点」での影響と効果
・Peer Review環境の実現

・経営マインドの醸成＆ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ力強化
・クリニカルパス生成効率向上

・クリニカルインディケータ生成（DB活用）
・臨床研修教育体制充実（DB活用）

・カンファレンス充実
・組織活動力アップ（機能評価＆ＰＭ取得意欲）

「病院機能・業務プロセスの視点」での影響と効果「病院機能・業務プロセスの視点」での影響と効果
・システム開発プロセスが寄与する効果（BPR促進）
・機動力の向上（トータル待ち時間減少、迅速結果報告）

・経営指標のタイムリーチェック
・患者安全性の向上（セーフテーマネジメント力の向上）
・クリニカルパス数＆適用率＆ﾊﾞﾘｱﾝｽ分析力アップ

「患者の視点」での影響と効果「患者の視点」での影響と効果
・救急患者数やお産件数の増加
・新規入院希望患者の増加

・紹介率の向上
・満足度向上調査結果向上

・患者カルテ推進（自宅閲覧可能）

「財務の視点」での影響と効果「財務の視点」での影響と効果
･診療単価増加

・経費率の相対的逓減
・レセプト返戻率、保留率の縮小

・未収金管理の徹底
・原価管理（医師・疾患・患者毎）充実

電子ｶﾙﾃｼｽﾃﾑ電子ｶﾙﾃｼｽﾃﾑ導入の影響（導入の影響（BSCBSCカテゴリーでの整理）カテゴリーでの整理）
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